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第
五
章

国
際
交
流
の
発
展

第
一
節

留
学
生
事
業
の
推
進

日
本
政
府
の
外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
一
〇
万
人
計
画
の
推
進
に

伴
う
留
学
生
関
連
の
環
境
整
備
の
進
展
と
、
北
海
道
大
学
に
お
け
る

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
と
が
相
俟
っ
て
、
北
海
道

大
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
は
、
一
貫
し
て
増
加
傾

向
を
歩
ん
で
い
る
。
表
３－

６
は
一
九
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
に
お
け

る
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
数
（
各
年
度
十
一
月
一
日
現
在
）
の

推
移
を
示
し
て
い
る
が
、
博
士
後
期
課
程
在
籍
の
研
究
留
学
生
を
中

心
に
堅
調
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
一
日
現
在
で
、
受
け
入
れ
数
は
六
五
八
人
に

達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
で
受
け
入
れ
て
い
る
外
国
人

留
学
生
総
数
の
約
一
％
程
度
で
あ
り
、
受
け
入
れ
数
の
多
い
上
位
一

〇
校
に
は
、
国
公
私
立
大
学
全
体
で
見
た
と
き
は
も
と
よ
り
、
国
立

大
学
に
限
定
し
て
見
て
も
、
北
海
道
大
学
は
入
っ
て
は
い
な
い
。
旧

七
帝
大
の
中
で
は
、
北
海
道
大
学
以
外
の
六
大
学
は
全
て
上
位
一
〇

（各年度１１月１日現在）

６５８

３５９

２８６

１３

５９０

３０６

２６７

１７

５９６

３０３

２７２

２１

５６３

３０５

２３８

２０

５２６

２９４

２１２

２０

４９６

２７７

１９５

２４

４８７

２６４

１９７

２６

４４８

２１６

２０１

３１

４１６

１９４

１９３

２９

３８１

１８５

１６７

２９

３５４

１７３

１４６

３５

２０００年９９９８９７９６９５９４９３９２９１１９９０

表３－６ 外国人留学生受け入れ数の推移〔国費・政府派遣・私費別〕

総数

私費

国費

政府

７００

６００

５００

４００

３００

２００

１００

０
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校
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
基
幹
総
合
大
学
で
あ
る
北
海
道
大
学
と
し
て
は
残
念
な
状
況
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

学
費
の
負
担
別
で
見
る
と
、
国
費
留
学
生
が
約
四
三
％
、
私
費
留
学
生
が
約
五
五
％
、
そ
の
他
が
約
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
的

に
は
、
国
費
留
学
生
の
割
合
は
一
〇
％
程
度
で
あ
る
か
ら
、
北
海
道
大
学
は
国
費
留
学
生
の
比
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
い
と
い
う
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。

在
籍
身
分
で
見
る
と
、
博
士
後
期
課
程
在
籍
者
は
約
四
七
％
、
修
士
課
程
在
籍
者
は
約
二
〇
％
、
研
究
生
等
が
約
二
六
％
、
学
部
生

等
が
約
七
％
で
あ
る
。
ま
た
所
属
部
局
で
見
る
と
、
文
系
部
局
所
属
が
約
二
五
％
、
理
系
部
局
所
属
が
約
五
七
％
、
医
系
部
局
所
属
が

約
一
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

出
身
国
で
見
る
と
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
約
三
一
％
で
あ
り
、
圧
倒
的
に
多
い
。
次
に
多
い
の
は
韓
国
で
一
五
％
を
占
め
る
。
以

下
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
約
五
・
六
％
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
が
約
四
・
七
％
、
タ
イ
が
約
四
％
と
続
き
、
上
位
五
カ
国
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
か
ら
の
留
学
生
が
最
も
多
く
、
韓
国
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
と
い
う
状
況
は
他
の
大
学
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
日
本
語
教
育
、
修
学
上
、
異
文
化
適
応
上
及
び
生
活
上
の
各
種
の
指
導
、
助

言
、
支
援
を
き
め
細
か
く
実
施
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
第
二
編
第
五
章
で
記
し
た
と
お
り
北
海
道
大
学
で
は
早
く
か
ら
先

見
的
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
、
外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
一
〇
万
人
計
画
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
文
部
省
が
一
九
九
〇
年
よ
り
推
進
し
た
「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
お
い
て
、
北
海
道
大
学
は
九
一
年
四
月

十
二
日
付
で
、
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
の
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
、
九
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
東
京

大
学
、
京
都
大
学
、
広
島
大
学
に
続
く
第
二
番
手
で
の
整
備
で
あ
っ
た
。
発
足
時
点
で
は
、
日
本
語
教
育
部
、
留
学
生
指
導
部
、
交
流

部
の
三
部
体
制
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
に
伴
い
、
言
語
文
化
部
で
実
施
さ
れ
て
い
た
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
は
、
留
学
生
セ
ン

タ
ー
に
移
管
さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
十
月
に
は
、
新
た
に
、
北
海
道
大
学
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（H

U
ST

E
P

）
の
実
施
を
担
当
す
る
短
期
留
学
部
が
整
備
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さ
れ
た
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
は
、
当
初
、
百
年
記
念
会
館
を
仮
住
ま
い
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
九
九
二
年
二
月
に
は
農
学
部
前
の
旧
図
書

館
に
移
転
し
た
。
ま
た
、
九
四
年
六
月
二
十
二
日
に
は
現
セ
ン
タ
ー
が
新
築
竣
工
し
、
移
転
し
て
い
る
。
こ
の
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
新

築
は
、
他
大
学
の
留
学
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
る
程
の
、
早
い
段
階
で
の
整
備
で
あ
っ
た
。
関
係
者
の
努
力
の
賜
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

発
足
当
初
の
教
官
定
員
は
、
言
語
文
化
部
か
ら
の
振
り
替
え
の
日
本
語
教
育
担
当
教
官
定
員
三
名
、
新
規
に
措
置
さ
れ
た
教
官
定
員

二
名
、
全
学
共
通
の
定
員
で
あ
る
留
学
生
相
談
主
事
の
教
官
定
員
か
ら
配
置
さ
れ
た
一
名
の
計
六
名
（
教
授
三
、
助
教
授
三
）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
に
二
名
、
九
七
年
に
二
名
の
増
員
配
置
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
と
は
別
個
に
、
外
国
人
留
学
生
の
在
籍
者
が
多
い
部
局
に
は
、
留
学
生
専
門
教
育
教
官
の
配
置
が
な
さ
れ

て
お
り
（
二
〇
〇
一
年
現
在
、
六
部
局
に
計
七
名
）、
当
該
部
局
で
の
留
学
生
の
指
導
に
従
事
し
て
い
る
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
は
「
２１
世
紀
に
向
か
っ
て
、
我
が
国
に
対
す
る
世
界
の
国
々
か
ら
の
多
分
野
に
わ
た
る
期
待
が
増
大
し
、
我
が
国

の
国
際
的
に
果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
性
を
増
し
た
。
大
学
が
国
際
貢
献
を
果
た
し
う
る
の
は
、
教
育
の
国
際
交
流
で
あ
る
。
留
学
生

セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
一
翼
で
あ
る
留
学
生
交
流
の
役
割
を
負
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
相
互
間
の
教
育
・
研
究
水
準
の
向
上
に
資

し
、
発
展
途
上
国
の
人
材
育
成
へ
の
協
力
、
相
互
理
解
と
協
調
の
進
展
等
を
図
り
、
世
界
の
国
々
と
の
間
に
友
好
関
係
を
深
め
、
共
存

共
栄
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
理
念
に
定
め
、「
留
学
生
に
対
し
て
日
本
語
教
育
と
異
文
化
適
応
上
の
指
導
、
助
言
及
び
こ
れ
に

必
要
な
調
査
、
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
学
的
な
指
導
援
助
体
制
の
体
系
化
、
総
合
化
を
図
り
、
留
学
生
に
対
す
る
教
育
指
導

の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。

そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、
特
に
教
育
活
動
で
は
、
国
費
留
学
生
（
研
究
留
学
生
）
に
対
す
る
半
年
間
の
「
日
本
語
研
修
コ
ー
ス
」、

日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
留
学
生
に
対
す
る
「
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
コ
ー
ス
」
、
全
学
教
育
に
お
け
る
日
本
語
科
目
と
し
て
の
「
全
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２００１年度

大学院生

４

５

４０

１２

６１

学部学生

４

４

６７

６

８１

２０００年度

大学院生

５

４

３１

５

４５

学部学生

３

９

５３

３

６８

１９９９年度

大学院生

３

９

２９

７

４８

学部学生

３

２

３９

４

４８

１９９８年度

大学院生

３

１０

２７

５

４５

学部学生

４

４

３９

２

４９

国 費

外国政府

私 費

そ の 他

合 計

参加人数
学生
７名
１１名
６名
９名
１５名
１５名
１５名
５名
１５名
１５名
１０名
１４名
１３名
１０名
１５名
１２名
１０名
１５名
９名
１０名
１６名
１１名
１０名
５名
５名
１０名
２名
８名
１０名
６名
１５名
５名
１０名

ディレクター
２名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
２名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名

１名
１名
１名
１名

１名

参 加 大 学
大 学 名

ポートランド州立大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アラスカ大学
アルバータ大学

国 名
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
カナダ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
カナダ

実 施 期 間

６月２６日～８月４日（６週間）

６月３０日～７月２５日（４週間）

７月５日～７月３０日（４週間）

７月２日～７月２７日（４週間）

６月３０日～７月２５日（４週間）

７月４日～７月２９日（４週間）

７月２日～７月２７日（４週間）

６月２９日～７月２４日（４週間）

６月２７日～７月２２日（４週間）

６月２４日～７月１９日（４週間）

６月２９日～７月２４日（４週間）

６月２６日～７月２３日（４週間）

実施年

１９７８年

１９８０年

１９８２年

１９８４年

１９８６年

１９８８年

１９９０年

１９９２年

１９９４年

１９９６年

１９９８年

２０００年

区 分

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

表３－７ 学部学生・大学院生の海外留学状況（１９９８～２００１年） （経費別）

表３－８ サマーセッション・プログラム実施状況（１９７８～２０００年）
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学
日
本
語
」、
後
述
す
る
日
韓
共
同
理
工
系
学
部
留
学
生
に
対
す
る
予
備
教
育
、

北
海
道
大
学
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（H

U
ST

E
P

）、
全
学
教
育
科
目
と
し
て

の
「
日
本
語
」、「
日
本
事
情
」
等
を
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、
留
学
生
に
対
す

る
相
談
業
務
及
び
留
学
生
に
関
連
す
る
対
外
活
動
等
に
も
積
極
的
に
従
事
し
て

い
る
。

北
海
道
大
学
学
生
の
留
学
生
と
し
て
の
海
外
へ
の
派
遣
に
関
し
て
は
、
外
国

人
留
学
生
の
受
け
入
れ
程
多
く
は
な
い
状
況
に
あ
る
。
表
３－

７
は
、
一
九
九

八
〜
二
〇
〇
一
年
度
に
つ
い
て
、
年
度
毎
の
北
海
道
大
学
学
生
の
海
外
留
学
数

を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
度
で
見
て
も
、
学
部
学
生
で
八
一
名
、
大
学
院

学
生
で
六
一
名
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
留
学
目
的
も
語
学
留
学
が
多
数
を
占
め
、

交
換
留
学
制
度
に
よ
る
者
は
少
な
い
。
た
だ
、
私
費
に
よ
り
語
学
研
修
目
的
で

留
学
し
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
正
確
に
は
把
握
で
き
て
い
な
い

の
が
実
状
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
海
道
大
学
学
生
を
、
国
際
交
流
協

定
を
締
結
し
て
い
る
大
学
、
特
に
留
学
生
交
流
の
覚
書
を
締
結
し
留
学
生
交
換

を
目
指
し
て
い
る
大
学
を
中
心
に
、
も
っ
と
派
遣
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
え
る
。

表
３－

８
は
、
北
海
道
大
学
の
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

状
況
を
示
し
て
い
る
（
一
九
七
八
〜
八
八
年
は
再
掲
）。
参
加
大
学
に
は
、
二

〇
〇
〇
年
の
第
一
二
回
か
ら
ア
ラ
ス
カ
大
学
が
加
わ
っ
て
い
る
。
各
回
と
も
二

〇
〜
四
〇
名
程
度
の
参
加
者
が
あ
り
、
参
加
大
学
か
ら
の
継
続
要
望
は
強
い
。

参加人数
学生１２名

引率教官及び事務官２名
学生１２名

引率教官及び事務官２名

学生８名
引率教官及び事務官２名
学生１０名

引率教官及び事務官２名
学生９名

引率教官及び事務官２名

学生４名
引率教官及び事務官２名
学生５名

引率教官及び事務官２名

受 入 大 学 名
マサチューセッツ大学アマースト校（２週間）

ポートランド州立大学（１週間）
マサチューセッツ大学アマースト校（２週間）
ポートランド州立大学（１週間）

マサチューセッツ大学アマースト校（２週間）
ポートランド州立大学（１週間）

マサチューセッツ大学アマースト校（２週間）

ポートランド州立大学（１週間）
マサチューセッツ大学アマースト校（２週間）
ポートランド州立大学（２週間）

マサチューセッツ大学アマースト校（２週間）
ポートランド州立大学（１週間）

マサチューセッツ大学アマースト校（２週間）

実 施 期 間

７月１４日～
８月６日（３週間）

７月１２日～
８月４日（３週間）

７月１６日～
８月８日（３週間）

７月１４日～
８月６日（３週間）

７月１１日～
８月１０日（４週間）

７月１６日～
８月８日（３週間）

７月１８日～
８月３日（２週間）

実施年

１９８９年

１９９１年

１９９３年

１９９５年

１９９７年

１９９９年

２００１年

回 数

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

表３－９ U.S.A．サマープログラム実施状況（１９８９～２００１年）
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し
か
し
、
実
施
期
間
が
参
加
大
学
で
は
夏
季
休
暇
中
で
あ
る
も
の
の
、
北
海
道
大
学
で
は
ま
だ
第
一
学
期
の
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る

期
間
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
上
で
検
討
課
題
を
内
包
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
八
九
年
か
ら
隔
年
で
、
北
海
道
大
学
学
生
を
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
及
び
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
派
遣
す
る

U
.S.A

.

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
表
３－

９
参
照
）。
九
七
年
の
第
五
回
ま
で
は
一
〇
名
前
後
の
参
加
者
が
い
た
が
、

九
九
年
以
降
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
参
加
費
用
が
多
少
高
額
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
費
用
問
題
が
原
因
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ

て
お
り
、
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
に
な
っ
て
、
新
し
い
多
様
な
留
学
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
十
月
よ
り
、
日
韓
共
同
理
工
系
学
部
留
学
生
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
。
日
韓
共
同
理
工
系
学
部
留
学
生
事
業
は
、
日

本
と
韓
国
と
が
共
同
し
て
推
進
し
て
い
る
留
学
制
度
で
あ
る
。
韓
国
の
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
て
留
学
生
選
抜
試
験
を
実
施
し
、

そ
の
試
験
に
合
格
し
た
者
を
日
本
の
大
学
の
理
工
系
学
部
に
国
費
留
学
生
ま
た
は
韓
国
政
府
派
遣
留
学
生
と
し
て
留
学
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
学
部
入
学
前
に
、
韓
国
で
半
年
間
、
日
本
の
受
け
入
れ
大
学
で
半
年
間
の
予
備
教
育
が
実
施
さ
れ
る
。
北
海
道
大
学
で
は
、
工

学
部
が
受
け
入
れ
部
局
と
な
り
、
毎
年
五
名
を
上
限
と
し
て
受
け
入
れ
始
め
た
。

一
九
九
九
年
頃
よ
り
、
留
学
生
交
流
を
主
た
る
目
的
に
据
え
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
式
の
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

始
め
た
。
こ
の
た
め
に
は
、
大
学
間
交
流
協
定
締
結
の
基
本
方
針
を
見
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
基
本
方
針
は
、
学
術
交
流

を
主
眼
と
し
て
お
り
、
複
数
の
部
局
で
学
術
交
流
を
深
め
る
意
思
の
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
さ
ら
に
研
究
機
関
と
し
て
北
海
道
大
学

が
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
優
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
て
い
る

大
学
で
も
、
研
究
機
関
と
し
て
の
能
力
が
弱
い
と
判
断
さ
れ
る
と
、
大
学
間
交
流
協
定
は
締
結
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
留
学
生
交

流
を
主
た
る
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
否
こ
そ
が
判
断
基
準
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
北
海
道
大
学
の
学
生
が
当

該
大
学
に
派
遣
さ
れ
た
場
合
に
北
海
道
大
学
と
同
等
以
上
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
大
学
は
、
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大
学
間
交
流
協
定
を
締
結
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
交
流
協
定
は
、フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
連
合
及
び
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
学
連
合
、ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン
校
、
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
大
学
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
と
締
結
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
な
い
し
は
二
〇
〇

一
年
か
ら
留
学
生
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
ル
ノ
ー
財
団
の
支
援
に
よ
る
北
海
道
大
学
学
生
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
へ
の
派
遣
事
業
も
、
新
し
い
形
式
で
始
ま
っ
た
。
こ
の

事
業
は
、
日
本
の
一
〇
大
学
（
旧
七
帝
大
＋
東
京
工
業
大
学
＋
早
稲
田
大
学
＋
慶
應
義
塾
大
学
）
の
大
学
連
合
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
連
合
及
び
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
学
連
合
へ
、
毎
年
約
二
〇
名
の
大
学
院
修
士
課
程
学
生
を
ル
ノ
ー
財
団
か
ら
の
奨
学
金

に
よ
り
派
遣
す
る
も
の
で
あ
る
。
北
海
道
大
学
に
は
三
名
の
派
遣
枠
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
初
年
の
二
〇
〇
一
年
四
月
に
は
三
名
が
派

遣
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、ル
ノ
ー
社
の
代
表
が
二
〇
〇
〇
年
初
頭
に
来
学
し
て
構
想
を
示
し
、相
談
に
の
る
こ
と
を
要
望
し
て
き
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
ル
ノ
ー
社
の
代
表
は
北
海
道
大
学
を
皮
切
り
に
一
〇
大
学
を
訪
問
す
る
段
取
り
で
あ
っ
た
。
北
海
道
大
学
で
は
、
こ

の
時
、
丹
保
憲
仁
総
長
が
直
接
ル
ノ
ー
社
の
代
表
と
意
見
交
換
し
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
あ
る
が
積
極
的
に
考
え
て
み
よ
う
と
決

断
し
た
。
課
題
の
最
大
の
も
の
は
、
私
企
業
で
あ
る
ル
ノ
ー
社
が
一
方
の
相
手
と
な
る
交
流
協
定
を
、
国
立
大
学
と
し
て
締
結
で
き
る

か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
ル
ノ
ー
社
で
は
資
金
を
提
供
す
る
以
上
、
協
定
締
結
が
必
要
と
の
姿
勢
で
あ
っ
た
）。
結
局
、
ル
ノ
ー
社

が
、
留
学
生
へ
の
奨
学
金
を
含
む
支
援
業
務
を
担
当
す
る
「
ル
ノ
ー
財
団
」
を
創
設
す
る
こ
と
を
決
断
し
、
本
事
業
の
実
現
を
見
た
が
、

交
渉
の
過
程
に
お
け
る
北
海
道
大
学
の
積
極
的
な
姿
勢
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

一
九
九
七
年
よ
り
農
学
研
究
科
に
お
い
て
、
ま
た
二
〇
〇
〇
年
よ
り
工
学
研
究
科
に
お
い
て
、
大
学
院
の
修
士
課
程
及
び
博
士
後
期

課
程
の
教
育
と
研
究
指
導
等
を
英
語
に
よ
っ
て
実
施
す
る
「
特
別
コ
ー
ス
」
が
開
設
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
一
定
の
定
員
に
対
し
て
は
国

費
留
学
生
の
特
別
枠
が
措
置
さ
れ
て
い
る
。
農
学
研
究
科
で
開
設
さ
れ
て
い
る
の
は
「
農
芸
化
学
特
別
コ
ー
ス
」
で
あ
り
、
九
七
年
十
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月
に
一
〇
名
の
学
生
が
入
学
し
て
以
来
、
毎
年
一
〇
名
が
入
学
し
て
い
る
。
ま
た
、
工
学
研
究
科
で
開
設
さ
れ
て
い
る
の
は
「
社
会
工

学
系
英
語
特
別
コ
ー
ス
」
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
に
一
七
名
が
入
学
し
た
。
両
特
別
コ
ー
ス
は
と
も
に
志
願
者
が
多
い
中
か
ら
学

生
を
選
抜
し
て
い
る
。
能
力
の
高
い
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

第
二
節

国
際
交
流
事
業
の
推
進

表
３－

１０
は
、
一
九
七
三
〜
二
〇
〇
二
年
度
初
頭
の
交
流
協
定
締
結
状
況
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
表
３－

１１
は
、
二
〇
〇
一
年
末
現

在
で
の
大
学
間
交
流
協
定
の
締
結
状
況
一
覧
で
あ
る
。
表
３－

１０
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
部
局
間
交
流
協
定
は
堅
調
な
増
加
を
示
し

て
き
た
（
年
平
均
四
〜
五
件
の
増
加
）
が
、
大
学
間
交
流
協
定
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

覚 書

学生交流

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

７

１０

１５

１８

２１

２７

２７

３７

学術交流

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

４

５

部局間

０

０

１

１

２

２

２

２

２

２

２

４

５

７

１１

１２

１６

２１

２６

３４

３８

４３

４６

５０

５１

５４

６０

６４

７２

７２

大学間

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

４

４

４

４

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

９

１０

１２

２４

２８

１９７３．４．１

１９７４．４．１

１９７５．４．１

１９７６．４．１

１９７７．４．１

１９７８．４．１

１９７９．４．１

１９８０．４．１

１９８１．４．１

１９８２．４．１

１９８３．４．１

１９８４．４．１

１９８５．４．１

１９８６．４．１

１９８７．４．１

１９８８．５．１

１９８９．６．１

１９９０．７．１

１９９１．５．１

１９９２．５．１

１９９３．５．１

１９９４．５．１

１９９５．５．１

１９９６．５．１

１９９７．５．１

１９９８．４．１

１９９９．５．２５

２０００．６．５

２００１．５．１

２００２．５．１

表３－１０ 交流協定締結状況（１９７３～２００２年）
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締結年月日

１９７２．１２．１９

１９７６．９．１４

１９８２．６．１６

１９８６．１２．２０

１９８７．４．２１

１９９８．９．１

２０００．９．１４

２００１．１．２５

２０００．９．１８

１９９７．８．１３

１９９７．１０．１

２０００．２．９

２０００．８．４

２０００．１０．２５

２００１．７．９

１９８６．１２．２６

１９８３．１．３１

２００１．１２．１１

２０００．１０．１０

２０００．１．５

２００１．１０．１０

協定大学名（所在地）

ポートランド州立大学（ポートランド）

マサチューセッツ大学（ボストン）

コーネル大学（イサカ）

アラスカ大学（フェアバンクス）

ウィスコンシン大学マディソン校（マディソン）

オハイオ州立大学（コロンバス）

レッドランズ大学（レッドランズ）

ジョージタウン大学（ワシントン）

アデレード大学（アデレード）

アルバータ大学（エドモントン）

ソウル大学校（ソウル）

全北大学校（チョンジュ・全州）

嶺南大学校（キョンサン・慶山）

釜慶大学校（プサン・釜山）

忠南大学校（テジュン・大田）

北京科技大学（ペキン・北京）

ルートヴィヒ・マクシミリアン大学（ミュンヘン大学）（ミュンヘン）

オウル大学（オウル）

（ストラスブール大学連合）

ルイ・パスツール大学

マルク・ブロック大学

ロベール・シューマン大学

（グルノーブル大学連合）

ジョゼフ・フーリエ大学

ピエール・マンデス・フランス大学

スタンダール大学

グルノーブル理工科大学

ウォリック大学（コヴェントリー）

モスクワ国立大学（モスクワ）

国名・地域

アメリカ合衆国

オーストラリア

カナダ

大韓民国

中華人民共和国

ドイツ連邦共和国

フィンランド共和国

フランス共和国

連合王国

ロシア連邦

表３－１１ 大学間交流協定締結校一覧 （２００１年末現在）
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１９９１年度

実施

５９

７

１１

１９

２２

採択

６４

７

１１

１９

２７

申請

１１９

１３

２３

５５

２８

予算額
（万円）

３，１００

６２０

７７５

９３０

７７５

１９９０年度

実施

５３

４

１１

１８

２０

採択

６２

４

１２

２０

２６

申請

１０２

５

２３

４８

２６

予算額
（万円）

２，７００

５４０

６７５

８１０

６７５

１９８９年度

実施

４７

４

９

１９

１５

採択

５０

４

９

１９

１８

申請

７８

５

２４

３１

１８

予算額
（万円）

２，４５０

４９０

６１０

７４０

６１０

合 計

第一種（会議開催等の事業）

第二種（招へい事業）

第三種（派遣事業）

第四種（国際交流促進事業）

１９９４年度

実施

５２

４

８

１６

２４

採択

５４

４

８

１７

２５

申請

１０２

１２

２２

４２

２６

予算額
（万円）

２，６００

５２０

６５０

７１０

７２０

１９９３年度

実施

５７

５

１１

１７

２４

採択

６０

５

１２

１７

２６

申請

９９

１０

２０

４２

２７

予算額
（万円）

３，０００

６００

７５０

９００

７５０

１９９２年度

実施

６０

６

１１

２５

１８

採択

６３

６

１２

２５

２０

申請

８８

６

１７

４５

２０

予算額
（万円）

３，３００

６６０

８２５

９９０

８２５

合 計

第一種（会議開催等の事業）

第二種（招へい事業）

第三種（派遣事業）

第四種（国際交流促進事業）

１９９７年度

実施

１３

１

―

４

８

採択

１３

１

―

４

８

申請

２８

１

―

１０

１７

予算額
（万円）

７００

１２０

―

１６０

４２０

１９９６年度

実施

４６

２

７

１２

２５

採択

４９

４

７

１２

２６

申請

７３

７

１３

２７

２６

予算額
（万円）

１，９００

３８０

４７５

５２３

５２２

１９９５年度

実施

５３

４

１１

１４

２４

採択

５５

４

１１

１４

２６

申請

９８

９

２７

３６

２６

予算額
（万円）

２，３００

４６０

５７５

６３３

６３２

合 計

第一種（会議開催等の事業）

第二種（招へい事業）

第三種（派遣事業）

第四種（国際交流促進事業）

２０００年度

実施

１６

１

―

３

１２

採択

１６

１

―

３

１２

申請

２２

１

―

５

１６

予算額
（万円）

５５０

１００

―

１４０

３１０

１９９９年度

実施

１２

１

―

４

７

採択

１３

１

―

４

８

申請

１３

１

―

４

８

予算額
（万円）

５５０

１００

―

１４０

３１０

１９９８年度

実施

１６

１

―

４

１１

採択

１６

１

―

４

１１

申請

１９

１

―

６

１２

予算額
（万円）

６００

１００

―

１６０

３４０

合 計

第一種（会議開催等の事業）

第二種（招へい事業）

第三種（派遣事業）

第四種（国際交流促進事業）

２００１年度

実施

１５

１

―

３

１１

採択

１７

１

―

３

１３

申請

３２

１

―

５

２６

予算額
（万円）

５５０

１００

―

１４０

３１０

合 計

第一種（会議開催等の事業）

第二種（招へい事業）

第三種（派遣事業）

第四種（国際交流促進事業）

表３－１２ 各年度事業予算額及び採択状況一覧（１９８９～２００１年）
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こ
の
原
因
の
一
つ
は
、
前
節
で
述
べ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
交
流
協
定
の
締

結
が
進
ん
だ
こ
と
に
あ
ろ
う
。

表
３－

１２
は
、
一
九
八
九
〜
二
〇
〇
一
年
度
の
北
海
道
大
学
国
際
交
流

事
業
基
金
に
よ
る
事
業
に
対
す
る
予
算
額
と
採
択
状
況
の
一
覧
で
あ
る
。

各
年
度
と
も
、
多
く
の
申
請
の
中
か
ら
採
択
さ
れ
た
事
業
が
実
施
に
移
さ

れ
、
多
く
の
国
際
交
流
の
実
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
本
事
業
が

基
金
の
利
息
を
財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
九
七
年
度
以

降
、
金
利
の
低
下
に
よ
る
事
業
運
営
資
金
の
減
少
の
結
果
と
し
て
実
行
予

算
額
を
絞
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

本
事
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
、
最
近
の
国
際
交
流
活
動

の
状
況
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

表
３－

１３
は
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
一
年
度
に
お
い
て
、
教
官
以
外
の

北
海
道
大
学
職
員
の
外
国
出
張
件
数
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
を
示
し

て
い
る
。
近
年
、
年
平
均
で
約
三
〇
名
程
度
の
職
員
が
外
国
出
張
し
、
国

際
交
流
の
実
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
内
、
交
流
協
定
締
結
大
学
へ
の
出
張

は
約
四
〇
％
の
年
平
均
約
一
二
件
と
な
っ
て
い
る
。
交
流
協
定
締
結
校
が

増
加
す
る
に
伴
い
、
こ
の
比
率
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

表
３－

１４
は
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
一
年
度
に
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議

等
の
開
催
件
数
の
年
次
推
移
で
あ
る
。
国
際
交
流
の
活
性
化
に
伴
い
開
催

２００１年度
１３
１１
２４

２０００年度
１５
２５
４０

１９９９年度
１３
１０
２３

１９９８年度
８
２４
３２

協 定 大 学
そ の 他
合 計

２００１年度
０
１９
１１
５８
５
９３

２０００年度
１
１２
８
３９
５
６５

１９９９年度
０
１１
４
２６
２
４３

１９９８年度
１
１２
５
１９
２
３９

種 別
国際研究集会

国際シンポジウム
国際交流協定によるもの

主 催
共 催

合 計

そ の 他

表３－１３ 教官以外の職員の外国出張（１９９８～２００１年）

表３－１４ 国際会議等の開催（１９９８～２００１年）
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件
数
は
大
き
く
増
加
し
、
二
〇
〇
一
年
度
で
は
合
計
で
九
三
件
に
達
し
た
。
国
際
交
流
協
定
に
基
づ
く

も
の
は
全
体
の
約
一
〇
％
強
を
占
め
、
同
様
の
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

表
３－

１５
は
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
一
年
度
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
国
際
共
同
研
究
の
実
施
件
数
の

年
次
推
移
で
あ
る
。
合
計
件
数
で
年
平
均
約
二
五
〇
件
程
度
の
国
際
共
同
研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

交
流
協
定
締
結
大
学
と
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
共
同
セ
ミ
ナ
ー
等
は
、
多
く
の
実
施
事
例
が
あ
る
。

そ
の
中
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。

代
表
的
な
事
例
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
と
北
海
道
大
学
と
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
当
初
、
こ

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
学
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
く
、
一
九
九
四
年
に
両
大
学
の
電
気
工
学
関
係

の
研
究
者
が
北
海
道
大
学
を
会
場
に
し
て
開
催
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
と
北

海
道
大
学
と
を
相
互
に
会
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
九
七
年
十
二
月
に
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
を
会
場

と
し
て
第
四
回
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
題
を
も
っ
と
広
げ
、
大
学

レ
ベ
ル
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
の
提
起
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
検

討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
学
間
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
す
る
こ
と
が
有
益
と
判
断
さ
れ
、
両
大

学
間
で
合
意
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

第
一
回
北
海
道
大
学
・
ソ
ウ
ル
大
学
校
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
九
八
年
に
、
北
海
道
大
学
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
ソ
ウ
ル
大
学
校
か
ら
総
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
ま

た
北
海
道
大
学
か
ら
も
総
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
レ
ベ
ル
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
部
局
レ
ベ
ル
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
研
究
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、
両
大
学
の
幅
広
い
研
究
交
流
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
第
二

２００１年度
２０
１０５
２４
１５８
３０７

２０００年度
２２
９７
１４
１２２
２５５

１９９９年度
２１
９７
１７
１４１
２７６

１９９８年度
１７
６５
１１
１０９
２０２

種 別
政府間協定に基づく国際共同研究
科学研究費補助金による国際共同研究
日本学術振興会事業による国際共同研究
その他の国際共同研究

合 計

表３－１５ 国際共同研究の実施状況（１９９８～２００１年）

231231231231231 第五章 国際交流の発展



回
は
、
九
九
年
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
と
同
様
、
両
大
学
の
総
長
が
共
に
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
な
り
、
部
局
レ
ベ
ル
や
研
究
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
の
交
流
も
行
わ
れ
た
。
以
来
、
毎
年
、
相
互
に
会
場
と
な
り
な
が
ら
両
大
学
の
共

催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
き
な
成
果
を
生
み
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
交
流
が
成
功
し
て
い
る
背
景
に
は
、
両
大
学
の
総
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
熱
意
を
持
っ
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
・
運
営
し
て
き
て
い
る
多
く
の
関
係
者
が
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が

あ
る
。

経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
で
は
、
一
九
九
九
年
よ
り
毎
年
、
韓
国
の
延
世
大
学
校
と
の
間
で
共
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
共
同
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
も
、
北
海
道
大
学
と
延
世
大
学
校
と
が
交
互
に
会
場
と
な
る
形
式
が
と
ら
れ
、
成
功
し
て
い
る
。
二
〇

〇
一
年
に
は
第
一
一
回
共
同
セ
ミ
ナ
ー
が
北
海
道
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
学
部
・
法
学
研
究
科
に
お
い
て
も
、
一
九

九
九
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
毎
年
、
ポ
ア
チ
エ
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
）
と
の
共
同
で
日
仏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
農
学
部
・
農
学
研
究
科
が
、
嶺
南
大
学
校
（
韓
国
）
と
の
共
催
で
、
森
林
資
源
の
有
効
利
用
を
主
題
と
す
る

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

毎
年
で
は
な
い
が
数
年
お
き
に
は
開
催
さ
れ
て
い
る
と
い
う
同
様
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
は
、
例
え
ば
工
学
部
・
工
学
研
究
科
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
端
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
北
京
科
技
大
学
（
中
国
）
と
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
に
、
多
く
の
部
局
に
関
連
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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